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Abstract 
 

This study sought to clarify the sex differences in the manifestation of positive and negative affects and the 
relationship of positive affect to burnout tendencies in university student-athletes. Participants were 702 male and 
female university student-athletes. After classifying each gender based on the traits of positive and negative affects, 
evaluated with the Japanese version of the Positive and Negative Affect Schedule (PANAS), the study compared 
between groups burnout tendencies, as measured by the Athletic Burnout Inventory. Our results indicated the 
following: First, although no sex differences appeared for positive affect, female athletes showed a higher level of 
negative expression than male athletes did. Second, sex differences did not differ with regard to burnout 
tendencies of athletes. Third, no sex difference was observed in the relationship between burnout and positive or 
negative affect. Fourth, female athletes, tended to draw from the positive affect the direct suppressive effect on the 
decrease in the individual sense of accomplishment compared to male athletes. Fifth, among the athletes classified 
with lower expression of negative affect, female athletes were more resistant than male athletes were to the risk of 
falling into a state of confused self-commitment to a sports event. 
Key words: burnout, positive psychology, university athletes, gender differences   
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緒 言 

スポーツ選手のバーンアウトについて，岸 1)はヒュ

ーマン・サービスの領域における一般概念を援用し，

「スポーツ活動や競技に対する意欲を失い，文字通り

燃え尽きたように消耗・疲弊した状態」としている。

また，岸たち 2)はバーンアウトの深刻化の程度，すな

わち，バーンアウト傾向を評価するために運動選手の

バーンアウト尺度を作成した。そして，これを用いた

調査により，スポーツ選手のバーンアウト傾向は，競

技に対する情緒的消耗感，個人的成就感の低下，チー

ムメイトとのコミュニケーションの欠如，競技への自

己投入の混乱という側面から評価できることを示して

いる。スポーツ選手がバーンアウトに至るまでのプロ

セスについて，中込・岸 3)は，競技に熱中・没頭して

いる熱中状態→怪我や記録の停滞などによって自己の

成績に不満をもつ停滞状態→それでも競技に打ち込み

続ける固執状態→種々の心理的・身体的問題が生じる

消耗状態を辿りバーンアウトの発症に至るとする，バ

ーンアウトのプロセスモデルを示している。このモデ

ルは，バーンアウトに至るまでの競技環境の変化プロ

セスだけではなく感情の変化プロセスにも着目してい

る。感情的側面として，欲求不満，孤独感，無力感，

焦燥感などのネガティブ感情の表出が示されており，

これらのネガティブ感情はバーンアウトの原因・誘因

の 1 つとされている 4)。 

一方で，喜びや自信といったポジティブ感情に焦点

を当て，スポーツ選手のバーンアウトへの対処や予防

をテーマとした研究 5)がみられるようになってきた。

競技成績の停滞や怪我による練習への不参加は，スポ

ーツ選手にとって大きなストレスであり，これらのス

トレスが，バーンアウト傾向の深刻化に影響を与える

ことが考えられる。しかし，ポジティブ感情には，ス

トレス下において役立つ点が少なくとも 2 つあるとさ

れる。1 つはネガティブ感情による影響を調節するこ

とである。ポジティブ感情は，それ自身は明確な身体

反応を伴わないことが多い。しかし，ネガティブ感情

と近接してポジティブ感情が生じたときには，ネガテ

ィブ感情により引き起こされた自律神経系の興奮を緩

和する作用がある 6)。もう 1 つはストレス対処のレパ

ートリーを広げることである。ポジティブ感情は認知

の柔軟性・創造性を増加させ，それによりストレスフ

ルな出来事を様々な視点から柔軟にながめて，複数の

対処法を考案することができるようになると考えられ

ている 7)。このように，スポーツ選手がバーンアウト

に至る過程で生じる深刻化に影響すると思われる様々

な要因やネガティブ感情の作用に対して，ポジティブ

感情がバーンアウト傾向の深刻化に抑制的に働くこと

が考えられる。これまでに田中・水落 5)は，大学生ス

ポーツ選手を対象にポジティブ感情とネガティブ感情

が一次元の両端にある感情ではないことを確認した上

で，バーンアウト傾向と両感情の関係を検討し，ポジ

ティブ感情は抑制的な関係にあり，ネガティブ感情は

促進的な関係にあることを明らかにしている。しかし，

そこでの研究対象は男性選手であり，バーンアウト傾

向と感情の関係における性差は検討されていない。 

スポーツ選手の身体的・心理的側面には多くの性差

が確認されている。たとえば女性選手の身体的特性に

月経や貧血などがある。競技スポーツを継続している

女性選手は，無月経や月経痛などの月経障害の頻度が

多く 8)，貧血に関しては男性選手と比べて発症頻度が

約 3 倍である 9)。また，女性選手の貧血は運動能力や

パフォーマンスを低下させるとされ 10)，これらの身体

的特性は競技の継続を困難にする要因になりうる。ま

た，女性選手の心理的特性として，男性選手と比べ失

敗することを恐れて過度に心配するなど，感情的，情

緒的に不安定になることが多く 11)，男性選手と比べ特

性的にネガティブ感情の表出は高いと思われる。した

がって，女性選手はバーンアウトに至る過程で生じる

深刻化を促進すると思われる身体的，心理的要因が多

いと推測される。これまで両感情の表出に関する性差

は一貫して示されておらず 12)，様々な条件における違

いを検討する余地が残されている。その中で一般大学

生を対象とした感情研究において，川人たち 13)は，女

性と比べ男性は両感情の表出が高く，感情表出におけ

る性差を確認している。これらのことからバーンアウ

ト傾向と両感情の関係においても性差があることが考

えられる。しかし，スポーツ選手のバーンアウト研究

において性差を検討しているものは少ない。これらの

関連を検討することにより，バーンアウトの発症を予

防・抑制するための指導法を性差の観点から提案する
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ことができ，スポーツ選手のバーンアウト研究および

感情研究に有益な知見を還元できると期待される。 

そこで，本研究は，まず，大学生スポーツ選手を対

象にポジティブ感情とネガティブ感情の表出における

性差の有無を確認する。次に，バーンアウト傾向とポ

ジティブ感情およびネガティブ感情の関係を確認する。

最後に，バーンアウトを構成する各因子とポジティブ

感情の抑制的な関係における性差を明らかにすること

を目的とした。 

 

方 法 

1．調査対象と調査時期 

大学生 959 名を対象にフェイスシートと 2 つの心理

尺度で構成された質問紙調査を実施した。そして，回

答に不備があった者，現在，運動部・スポーツ系サー

クルに所属していない者 257 名を除いた，競技活動を

継続していることが認められる男性選手（M）519 名，

女性選手（F）183 名，計 702 名（平均年齢 19.7±1.4

歳）の回答を分析対象とした。調査は大学の授業や運

動部活動・サークル活動を利用した集合法により実施

した。いずれも回答後すぐに回収した。調査は，事前

に調査目的や個人情報管理などに関する説明を書面と

口頭で行い，調査協力に対して同意が得られた者を対

象に行った。調査時期は 2011 年 6 月から 2012 年 3 月

であった。 

 

2．質問項目 

1）フェイスシート 

氏名，年齢，性別，運動部あるいはスポーツ系サー

クルへの所属と競技活動の有無について回答を求めた。 

2）日本語版 PANAS（Japanese version of Positive and 

Negative Affect Schedule scales） 

Watson et al.14)が作成した PANAS をもとに，佐藤・安

田 15)が，日本語版として作成した尺度であり，ポジテ

ィブ感情（PA）とネガティブ感情（NA）の 2 因子を評

定する。この尺度は， PA 因子 8 項目， NA 因子 8 項

目の 2 因子 16 項目の質問からなり，回答は「全く当て

はまらない（1 点）」から「非常によく当てはまる（6

点）」の 6 件法で評定させた。得点が高いほど PA ある

いは NA の表出が多いと解釈される。この尺度の信頼

性について，佐藤・安田 15)は，PA 因子，NA 因子のα

係数はいずれも.80 以上と高い内的整合性を確認して

いる。さらに，気分導入下での評定値から両因子が目

的通りポジティブ感情とネガティブ感情を測定してい

ることを示して，内容的妥当性を確認している。本研

究では，長期にわたる安定した性質で，特定の同じ感

情を経験しやすいかどうかの個人的傾向である感情特

性 16)を測定するために，最近 1 ヶ月間の感情の表出を

評定するよう調査対象者に教示を与えた。 

3）運動選手のバーンアウト尺度（Athletic Burnout 

Inventory : ABI） 

岸たち 2)が，Maslach and Jackson17)の MBI（Maslach 

Burnout Inventory）を邦訳し，競技場面を想定して作成

したスポーツ選手のバーンアウト傾向を測定するため

の尺度である。この尺度は，競技に対する情緒的消耗

感因子 8 項目，個人的成就感の低下因子 5 項目，チー

ムメイトとのコミュニケーションの欠如因子 3 項目，

競技への自己投入の混乱因子 3 項目の 4 因子 19 項目の

質問からなり，回答は「全く当てはまらない（1 点）」

から「かなり当てはまる（5 点）」の 5 件法で評定させ

た。この尺度の信頼性について岸たち 2)は，ABI が MBI

にほぼ対応する因子構造であり，全体のα係数は.86 と

高い内的整合性を確認している。さらに，競技生活状

況の自己評価との比較，体協競技意欲検査，日本語版

POMS，スポーツマン的同一性尺度との関連を検討し，

基準関連妥当性を確認している。 

 

3．分析方法 

すべての分析対象者を性別に，それぞれの日本語版

PANAS の因子得点を基準に表 1 のように分類した。 

1）PA 因子得点が高い者と低い者 

PA 因子得点の平均値を基準に，それより高い得点の

者の群をポジティブ・ハイ群（PH 群，M：291 名，F：

88 名）とし，低い得点の者の群をポジティブ・ロー群

（PL 群，M：228 名，F：95 名）とした。 

2）NA 因子得点が高い者と低い者 

NA 因子得点の平均値を基準に，それより高い得点の

者の群をネガティブ・ハイ群（NH 群，M：247 名，F：

93 名）とし，それより低い得点の者の群をネガティブ・

ロー群（NL 群，M：272 名，F：90 名）とした。 
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3）NA 因子得点が高い者の中で，PA 因子得点が高い者，

中程度の者，低い者 

NH 群の中で PA 因子得点の高い順に同数になるよ

うに，NH-PH 群（M：82 名，F：31 名），NH-PM 群（M：

82 名，F：31 名），NH-PL 群（M：82 名，F：31 名）の

3 群に分類した。 

4）NA 因子得点が低い者の中で，PA 因子得点が高い者，

中程度の者，低い者 

NL 群の中で PA 因子得点の高い順に同数になるよう

に，NL-PH 群（M：91 名，F：30 名），NL-PM 群（M：

91 名，F：30 名），NL-PL 群（M：91 名，F：30 名）の

3 群に分類した。 

まず，感情表出における性差を検討するため，対応

のない t 検定により男女の PA 因子得点と NA 因子得点

の平均値の差を検定した。 

次に 1），2）の分類より，バーンアウト傾向の深刻

化と感情の関係における性差を検討するため，ポジテ

ィブ感情とネガティブ感情のそれぞれで，被験者間要

因の「性別」要因×「PA」要因および「性別」要因×

「NA」要因とする二要因分散分析により，バーンアウ

ト得点の平均値の差の検定を行った。 

最後に 3），4）の分類より，バーンアウト傾向の深

刻化に対するネガティブ感情の作用をある程度統制し

た上で，バーンアウトを構成する因子とポジティブ感

情の関係における性差を検討するために，「性別」要因

×「PA」要因とする二要因分散分析により，NH 群お

よび NL 群の PA 因子得点別 3 群のバーンアウト因子得

点の平均値の差の検定を行った。 

なお，交互作用が認められた場合には単純主効果の

検定を実施した。いずれの検定も統計的有意水準を 5%

未満とした。 

 

表 1 日本語版 PANAS の測定結果に基づく群の分類 

 

結 果 

1．男女の PA 因子得点と NA 因子得点 

図 1に男女の PA因子得点とNA因子得点の平均値を

示した。そして，対応のない t 検定の結果，ポジティ

ブ感情では有意な差は認められなかった（t(700)=.974，

p=.330）。また，ネガティブ感情は男性選手より女性

選手が有意に高かった（t(700)=3.888，p=.000）。 

 

2．男女の PH 群と PL 群および NH 群と NL 群のバーン

アウト得点  

図 2 に男女の PH 群と PL 群，および NH 群と NL 群

のバーンアウト得点の平均値を示した。そして，二要

因分散分析の結果，ポジティブ感情では，有意な交互

作用は認められなかった（F(1, 698)=1.225, p=.269)。性

別要因では有意な主効果は認められなかった（F(1, 

698)=2.339, p=.127)。そして，PA 要因では有意な主効果

が認められ（F(1, 698)=38.269, p=.000)，PL 群より PH

群のバーンアウト得点が低かった。また，ネガティブ

感情でも有意な交互作用は認められなかった（F(1, 

698)=.464, p=.496)。性別要因では有意な主効果は認め

られなかった（F(1, 698) =1.470, p=.226)。NA 要因では

有意な主効果が認められ（F(1, 698)=50.992, p=.000)，

NL 群より NH 群のバーンアウト得点が高かった。  

 

 

図 1 男女の PA 因子得点と NA 因子得点 

 

 

図 2 男女の PH 群と PL 群および 

   NH 群と NL 群のバーンアウト得点 
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3．男女の NH 群と NL 群の PA 因子得点別 3 群のバー

ンアウト因子得点 

図 3に男女のNH群とNL群の PA因子得点別 3群の，

競技に対する情緒的消耗感因子得点の平均値を示した。

二要因分散分析の結果，NH 群では有意な交互作用は認

められなかった（F(2, 333)=.208, p=.812)。性別要因では

有意な主効果は認められなかった（F(1, 333)=.118, 

p=.731)。PA 要因では有意な主効果が認められたため

（F(2, 333)=14.195, p=.000)，多重比較検定を行ったとこ

ろ，NH-PH 群と NH-PM 群（p=.015），NH-PH 群と NH-PL

群（p=.000），NH-PM 群と NH-PL 群（p=.009）の間に

有意差が認められ，NH-PH 群＜NH-PM 群＜NH-PL 群

の高低関係であった。 

NL 群では有意な交互作用は認められなかった（F(2, 

357)=.036, p=.964)。性別要因では有意な主効果は認め

られなかった（F(1, 357)=.977, p=.324)。PA 要因では有

意な主効果が認められたため（F(2, 357)=7.641, p=.001)，

多重比較検定を行ったところ，NL-PH 群と NL-PL 群

（p=.000）の間に有意差が認められ，NL-PL 群が高か

った。 

図 4に男女のNH群とNL群の PA因子得点別 3群の，

個人的成就感の低下因子得点の平均値を示した。そし

て男女別 3 群の平均値の差を二要因分散分析で検定し

たところ，NH 群では有意な交互作用は認められな 

 

 
図 3 男女の NH 群と NL 群の PA 因子得点別 3 群の 

   競技に対する情緒的消耗感因子得点 

 

 

図 4 男女の NH 群と NL 群の PA 因子得点別 3 群の 

    個人的成就感の低下因子得点 

かった（F(2, 333)=2.859, p=.057)。性別要因では有意な

主効果は認められなかった（F(1, 333)=.113, p=.737)。 

た（F(2, 333)=2.859, p=.057)。性別要因では有意な主効

果は認められなかった（F(1, 333)=.113, p=.737)。PA 要

因では有意な主効果が認められたため（F(2, 333）

=12.507, p=.000)，多重比較検定を行ったところ，NH-PH

群とNH-PM群（p=.019），NH-PH群とNH-PL群（p=.000），

NH-PM 群と NH-PL 群（p=.000）の間に有意差が認めら

れ，NH-PH 群＜NH-PM 群＜NH-PL 群の高低関係であ

った。 

NL 群では有意な交互作用が認められたため単純主

効果検定を行ったところ，PA 要因では NL-PM 群にお

いて単純主効果が認められ（F(1, 357)=5.544, p=.019)，

男性選手より女性選手の個人的成就感の低下因子得点

は低かった。PA 要因では男性選手（F(2, 357)=20.344, 

p=.000)，女性選手（F(2, 357)=8.868, p=.000)の 2 水準で

有意な単純主効果が認められたため多重比較検定を行

ったところ，男性選手では，NL-PH 群と NL-PM 群

（p=.000），NL-PH 群と NL-PL 群（p=.000）の間に有意

差が認められ，いずれも NL-PH 群が低かった。女性選

手では，NL-PH 群と NL-PL 群（p=.001），NL-PM 群と

NL-PL 群（p=.001）の間に有意差が認められ，いずれ

も NL-PL 群が高かった。 

図 5 に男女の NH 群と NL 群の PA 因子得点別 3 群 

 

図 5 男女の NH 群と NL 群の PA 因子得点別 3 群の     

チームメイトとのコミュニケ―ションの欠如因子得点 

 

 

図 6 男女の NH 群と NL 群の PA 因子得点別 3 群の 

    競技への自己投入の混乱因子得点 
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の，チームメイトとのコミュニケーションの欠如因子

得点の平均値を示した。二要因分散分析の結果，NH 群

では有意な交互作用は認められなかった（ F(2, 

333)=.328, p=.721)。性別要因では有意な主効果は認め

られなかった（F(1, 333)=1.170, p=.280)。PA 要因では有

意な主効果が認められたため（F(2, 333）=9.686, p=.000)，

多重比較検定を行ったところ，NH-PH 群と NH-PL 群

（p=.000），NH-PM 群と NH-PL 群（p=.002）の間に有

意差が認められ，いずれも NH-PL 群が高かった。 

NL 群では有意な交互作用は認められなかった（F(2, 

357)=.241, p=.786)。性別要因では有意な主効果は認め

られなかった（F(1, 357)=1.383, p=.240)。PA 要因では有

意な主効果が認められたため（F(2, 357)=12.897, p=.000)，

多重比較検定を行ったところ，NL-PH 群と NL-PM 群

（p=.017），NL-PH 群と NL-PL 群（p=.000），NL-PM 群

と NL-PL 群（p=.017）の間に有意差が認められ，NL-PH

群＜NL-PM 群＜NL-PL 群の高低関係であった。 

図 6に男女のNH群とNL群の PA因子得点別 3群の，

競技への自己投入の混乱因子得点の平均値を示した。

二要因分散分析で検定の結果，NH 群では有意な交互作

用は認められなかった（F(2, 333)=.896, p=.409)。性別要

因では有意な主効果は認められなかった（ F(1, 

333)=2.503, p=.115)。PA 要因では有意な主効果が認めら

れたため（F(2, 333)=7.052, p=.001)，多重比較検定を行

ったところ，NH-PH 群と NH-PL 群（p=.000），NH-PM

群と NH-PL 群（p=.006）の間に有意差が認められ，い

ずれも NH-PL 群が高かった。NL 群では有意な交互作

用は認められなかった（F(2, 357)=1.888, p=.153)。性別

要因では有意な主効果が認められ（F(1, 357)=7.354, 

p=.007)，女性選手と比べ男性選手が高かった。PA 要因

では有意な主効果が認められたため（F(2, 357)=12.897, 

p=.000)，多重比較検定を行ったところ，NL-PH 群と

NL-PL 群（p=.000），NL-PM 群と NL-PL 群（p=.000）

の間に有意差が認められ，いずれも NL-PL 群が高かっ

た。 

 

考 察 

1．感情表出における性差 

日本語版PANASによって評価された男性選手ならび

に女性選手のPA因子得点とNA因子得点の平均値の差

を検定した結果，ポジティブ感情の表出に性差は認め

られなかったが，ネガティブ感情の表出は男性選手と

比べ女性選手が高かった。これまでに多くの感情研究

で感情表出の性差が検討されているが，ポジティブ感

情とネガティブ感情の表出における性差は一貫した結

果が得られていない 12)。川人たち 13)は大学生を対象に

男性が女性よりも両感情の表出が高いとする結果を示

しており，本研究の結果とは異なる。男性選手と比べ

女性選手はネガティブ感情の表出が高かったことにつ

いて，女性選手のスポーツ活動が影響していることが

推察される。石井 11)は，女性選手は感情的，情緒的に

不安定になることが多いことを報告しており，竹中た

ち 18)は青年期女子スポーツ選手が抱える問題として摂

食障害や月経障害を挙げ，最適な身体像の維持に伴う

食事制限や競技生活における人間関係の軋轢などのス

トレッサーが関与していることを示唆している。さら

に，徳永たち 19)は心理的競技能力にみられる性差を検

討し，男性選手は女性選手より自己コントロール能力

が優れていることを示唆しており，男性選手は怒りや

不安などの感情表出において女性選手と比べ抑制して

いるようである。つまり，これらの女性選手の身体的・

心理的特性および競技ストレッサーが特性的にネガテ

ィブ感情の表出を高めていることも考えられる。その

検討は今後の課題として残される。 

 

2．バーンアウトと両感情の関係における性差 

本研究は，感情特性を評価していること，また，バ

ーンアウトのプロセスモデルを参考にしていることか

ら，感情がバーンアウト傾向の深刻化に作用するとい

う方向性を中心に，バーンアウトと感情の関係におけ

る性差について考察する。 

感情表出に性差が認められたことから，次にバーン

アウトと両感情の関係における性差を検討するため，

PH 群と PL 群および NH 群と NL 群のそれぞれで男女

のバーンアウト得点の平均値の差を検定した。その結

果，バーンアウト得点には性差は認められなかった。

感情得点では，ポジティブ感情の表出が高い者はバー

ンアウト得点が有意に低く，逆にネガティブ感情の表

出が高い者はバーンアウト得点が有意に高く，それら

の傾向に性差は認められなかった。田中・水落 5)は，
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バーンアウト傾向の深刻化に対してポジティブ感情は

抑制的に作用し，ネガティブ感情は促進的に作用する

ことを示唆している。つまり，ネガティブ感情の表出

が高い女性選手のバーンアウト傾向は男性選手より深

刻化していることが想定される。しかし，女性選手は

ネガティブ感情の表出は高いものの，バーンアウト傾

向は男性選手と同程度であることから，ネガティブ感

情の促進作用は性別により異なることが推察される。

その一つにストレス対処としてのネガティブ感情の表

出が考えられる。ネガティブ感情の表出には，ストレ

ス下にある個人の適応および認知的再評価の促進，さ

らには女性の抑うつを抑制する作用があるとされてい

る 20)21)。つまり，女性選手の様々な競技ストレッサー

による感情反応の一部は結果的にストレスフルな競技

生活に適応するための対処に利用され，これがネガテ

ィブ感情による促進的な作用を減少させている可能性

がある。しかし一方で，内田・山崎 22)は，ストレス対

処としてのネガティブ感情の表出は抑うつ傾向の女性

をさらに悪化させることを示唆しており，その効果に

ついて一貫した見解が示されていない。スポーツ選手

のバーンアウトと両感情の関係を解明するためには，

特に女性選手のネガティブ感情の作用をストレス対処

という側面から明らかにする必要があるだろう。 

 

3．バーンアウト傾向とポジティブ感情の関係における

性差 

バーンアウト傾向とポジティブ感情の関係に性差は

確認されなかったが，バーンアウトを構成する各因子

とポジティブ感情の関係の性差について詳細な分析を

試みた。ネガティブ感情の表出が高い者の群では，す

べての因子で性差は認められなかった。ネガティブ感

情の表出が低い者の群では，個人的成就感の低下因子

の NL-PM 群において，女性選手の因子得点が有意に低

かった。また，競技への自己投入の混乱因子において，

女性選手の因子得点が有意に低かった。つまり，普段

ネガティブ感情の表出が高い選手は，性別を問わず，

いずれのバーンアウトを構成する因子に関しても，ポ

ジティブ感情の表出がある程度高いとバーンアウト傾

向が明らかに弱い。一方，普段ネガティブ感情の表出

が低い選手は，バーンアウト傾向とポジティブ感情の

関係は，各因子でパターンは異なり，性別によっても

異なる。そこで，性差が確認された個人的成就感の低

下と競技への自己投入の混乱を中心に考察を試みる。

なお，ポジティブ感情には，ストレス場面において認

知の柔軟性・創造性を増加させ複数の対処法を考案す

る作用や，ネガティブ感情により引き起こされた自律

神経系の興奮を緩和する作用がある 6)7)。つまり，ポジ

ティブ感情にはバーンアウト傾向の深刻化を直接抑制

する直接効果と，ネガティブ感情の促進作用を抑える

ことで，間接的にバーンアウト傾向の深刻化を抑制す

る緩衝効果，あるいはそれらの相乗効果が仮定される。

本研究の結果より，いずれもネガティブ感情の表出が

低い者の群で性差が確認された。つまり，ネガティブ

感情の表出がある程度統制されていることから，バー

ンアウト傾向の深刻化を抑制するポジティブ感情の直

接効果を捉えているとも考えられる。 

個人的成就感の低下とは，チームへの貢献，チーム

メイトからの承認など競技集団における自己の貢献

度・地位に関するものが低下している状態である。ま

た，自分自身を基本的に価値あるものとする感覚であ

る自尊感情および競技環境における適応感が低下して

いる状態ともいえる。この個人的成就感の低下に対し

て，ネガティブ感情の表出が低い男性選手はポジティ

ブ感情がかなり高く表出しなければ抑制効果は発揮さ

れない。一方，女性選手はポジティブ感情がある程度

高く表出することで抑制効果を発揮する。この抑制効

果における発揮水準に違いが見られた誘因に男女の競

技環境に対する認知の違いが考えられる。これまでに，

女性選手は男性選手と比べ自尊感情および競技環境に

おける適応感を低く認知していることが明らかにされ

ている 23)24)。さらに，指導者に対して，男性選手は技

術・技能を向上させてくれる存在として肯定的に認知

する傾向にあるのに対して，女性選手は罰の脅威を与

える存在として否定的に認知する傾向にあり，女性選

手の多くにみられる指導者を脅威的な存在とする認知

は，適応感や動機付けを低下させる 26)。このように，

女性選手を取り巻く競技環境には，男性選手と比べ個

人的成就感を低下させる要因が多いことが推測される。

フレドリクソン 27)は，ポジティブ感情下では，信頼に

満ちた深い人間関係を築き，相手からの支えを感じる
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ようになり，対人間葛藤を減少させることを示唆して

いる。また，ポジティブ感情には，自分自身を受け入

れ自己受容を高める作用や肯定的な思考傾向を高める

作用があることも確認している。つまり，競技環境に

おける適応感が低い女性選手は，ポジティブ感情のも

つこれらの作用が発揮されやすく，男性選手と比べ社

交性は高まりやすいことが考えられる。加えて，競技

場面においても対人関係の良好な側面を促進させ，女

性選手の指導者に対する認知においても肯定的なもの

になることが考えられる。また，自尊感情が低い女性

選手は，ポジティブ感情による作用で比較的に自尊感

情が高まりやすく，競技集団においても自身を価値あ

るものと認知することで競技環境における適応感が高

まることが推察される。このことから，男性選手と比

べ女性選手は，ポジティブ感情の直接効果による恩恵

を受けやすく，ポジティブ感情がある程度表出するこ

とで個人的成就感の低下を抑制していることが考えら

れる。 

競技への自己投入とは，競技に対する自己関与に関

するものであり，自己の選択に対して関心を示したり

努力したりすることである。しかし，期待する結果が

伴わなかった場合には混乱状態に陥り競技意欲を低下

させる。本研究の結果は，ポジティブな感情表出の高

低を問わず，ネガティブ感情の表出が低い女性選手は

男性選手と比べ混乱状態に陥りにくいことを示してい

る。これは女性選手の行動特性の影響が考えられる。

荒井 28)は女性選手の行動特性として自主性のなさや指

導者に対する依存の強さを報告している。また，男性

選手と比べ，目標への挑戦，技術向上意欲，困難への

克服，勝利執着心などの競技意欲は多少低く 11)，競技

に対する自己関与そのものが低いことが考えられる。

一方，男性選手は女性選手と比べ混乱状態の程度が強

い傾向にあるが，混乱状態の深刻化を抑制するポジテ

ィブ感情の直接効果により深刻化の程度は女性選手と

同程度になる。したがって，男性選手の方が競技への

自己投入の混乱を抑制する直接効果は発揮されやすい

のかもしれない。 

本研究の結果より，ネガティブ感情の表出の高低お

よび性別を問わずポジティブ感情がバーンアウト傾向

の深刻化に抑制的に作用することが推察された。しか

し，その関係はバーンアウトを構成する因子および性

別で異なる。中でも，ネガティブ感情の表出が弱い者

では，個人的成就感の低下に対するポジティブ感情の

抑制効果に性差が確認された。したがって，個人的成

就感が低下している選手に対して自尊感情を高めるこ

とが有効であると考えられ，競技における成功体験に

よる喜び，達成感およびその他のポジティブな感情を

味わう機会を十分に与えるなどの指導が特に女性選手

に効果的であると思われる。 

本研究ではネガティブ感情の表出が高い者の群では，

ポジティブ感情の抑制的な作用は認められたものの，

それがポジティブ感情の直節効果なのかネガティブ感

情に対する緩衝効果なのか検討されていない。よって

これらの作用を区別して捉えることが今後の課題とし

て残される。 

 

まとめ 

本研究は，大学生スポーツ選手を対象にポジティブ

感情とネガティブ感情の表出における性差を確認し，

バーンアウト傾向とポジティブ感情の関係における性

差を明らかにすることを目的とした。分析対象は大学

生男女スポーツ選手 702名であった。日本語版 PANAS

によって評価された特性的なポジティブ感情とネガテ

ィブ感情をもとに分類された各群の，バーンアウト尺

度によって評価されたバーンアウト傾向を比較した。

分析結果をもとに，性差に焦点を当てバーンアウトと

感情の関係を考察したところ，以下の知見が得られた。 

1） ポジティブ感情の表出に性差はないが，ネガティ

ブ感情の表出は男性選手と比べ女性選手が高いこ

とが確認された。 

2） スポーツ選手のバーンアウト傾向に性差は認めら

れなかった。 

3） バーンアウト傾向とポジティブ感情の抑制的な関

係およびネガティブ感情の促進的な関係に性差は

認められなかった。 

4） 男性選手と比べ女性選手は，ポジティブ感情の個

人的成就感の低下を抑制する直接効果が発揮され

やすいことが推察された。 

5） ネガティブ感情の表出が低い者の群において，女

性選手は男性選手と比べ競技への自己投入の混乱
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状態に陥りにくいことが推察された。 

これらのことから，ネガティブ感情の表出およびバ

ーンアウトを構成する因子の一部とポジティブ感情の

関係において性差が確認された。 
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